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７月２９日（水）に今年度２回目の学年集会が行われました。学期末の学年集会ということ 

で、今回は各学級の代表生徒男女各１名の計６名が「１学期を振り返っての反省と２学期の目 

標」を発表しました。どの生徒も「学習・生活」についての１学期の自分自身の姿をしっかりと振り返ること

ができました。またコロナウイルス感染拡大防止のための休校により、満足のいく活動をすることのできなか

った「部活動」について、活動を通して学んだことやそれらを今後にどのようにつなげていくかということを

堂々と伝えたり、「中学校生活最後となる２大行事」について、制約や制限がかかる状況だからこそ、３年生

一人一人の強い思いで、「絶対に成功させよう。」「３年間で一番の行事にしよう。」と熱く語ったりと最上

級生にふさわしい発表ばかりでした。また受検生として、希望する進路実現に向けて、学習・生活の両面にお

いて、１学期の残りの期間、そして来週土曜日から始まる夏休み、さらには２学期に自分は何をすべきかにつ

いて、しっかりと発表することができました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
川辺 君              村松 さん             鈴木 君 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
牧野 さん            二𣘺 君              鈴木 さん 

☆「飛躍祭実行委員の思い」 ～中学校生活最後の２大行事に向けて PartⅢ～  

前回の学年通信では体育大会スローガンとそのスローガンに込められた思いを紹介しました。今回は、各学

級の飛躍祭実行委員の思いを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１組＞ 
一人一人が発声練習をして、声がこもらないようにする。また練習を頑張れる雰囲気を作り練習を一

生懸命行う。最後には悔いを残さず、笑顔で終われるように全力で取り組む。 

 

＜２組＞ 
一人一人が全力で取り組んで、笑顔で終われる飛躍祭！ 

思い出に残り、自分たちが「最高の飛躍祭だった！」と思えるような飛躍祭。 

 

＜３組＞ 
クラス全員で協力して、最高の合唱を作り上げる。 

クラス全員が一つになって、飛躍賞を獲れるようにする。 

 


